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測定値更新
R8.３月末まで
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静岡市の水道水のＰＦＡＳ(※)濃度の検査結果
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リニア中央新幹線





＜環境影響評価法＞

第三条 国、地方公共団体、事業者及び国民は、事業の実施前における環境影響評価の重要性を

深く認識して、この法律の規定による環境影響評価その他の手続が適切かつ円滑に行われ、事業

の実施による環境への負荷をできる限り回避し、又は低減することその他の環境の保全について

の配慮が適正になされるようにそれぞれの立場で努めなければならない。

＜宅地造成及び特定盛土等規制法＞

第一条 この法律は、宅地造成、特定盛土等又は土石の堆積に伴う崖崩れ又は土砂の流出による

災害の防止のため必要な規制を行うことにより、国民の生命及び財産の保護を図り、もつて公共の

福祉に寄与することを目的とする。



静岡工区

国土交通省ＨＰより（静岡県が一部加筆）

2027年
2045年より

最大８年間前倒し※３

９兆３００億円

※ R3.4.27 ＪＲ東海は、総工費（品川・名古屋間）の見通しを７．０４兆円（約１．５兆円増）と発表



南アルプストンネル
約25ｋｍ

長野工区

約8.4ｋｍ

静岡工区

約8.9ｋｍ

山梨工区

約7.7ｋｍ

南アルプストンネル静岡県内区間
（長野県境～山梨県境）

延長＝約10.7km

南アルプストンネル静岡工区
延長＝約8.9km

静岡県

長野県

山梨県

飯田市

甲府市

▲荒川岳 3,141ｍ

▲赤石岳 3,120ｍ

▲塩見岳 3,047ｍ

▲
間ノ岳 3,190ｍ

環境影響評価書（2014年８月）より（一部加筆）

延長 最大深度
●南アルプストンネル ２５ ｋｍ １４００ｍ
・ 清水トンネル ９ｋｍ １３００ｍ
（上越新幹線群馬～新潟県境）
・ 青函トンネル（海底部） ２３．３ｋｍ ２４０ｍ
・ 東京湾アクアトンネル ９．６ｋｍ ５７ｍ



名古屋・長野

山梨・品川

西俣川 東俣

椹島排水口

千石非常口

西俣非常口

本 坑

先進坑

山
梨
県
境

長
野
県
境

最高地点
標高1215ｍ

非常口取付
標高1210ｍ 導水路取付

標高1132ｍ

標高1120ｍ

標高1350ｍ

標高1540ｍ

非常口取付
標高1090ｍ

県境位置
標高975ｍ

二軒小屋

田代ダム

椹島ロッジ

大
井
川

畑薙第一ダム

導水路トンネル赤石岳
3121ｍ

悪沢岳
3141ｍ

千枚小屋

標高2610ｍ

ツバクロ
盛土

藤島
発生土置き場

東京電力RP発電所

富士川水系へ

大井川中下流域 大井川中下流域

太平洋

トンネル掘削
発生土

トンネル掘削
発生土

掘削



○南アルプスは、西側を中央構造線で、
東側を糸魚川－静岡構造線という
大断層によって区切られている。

○南アルプスの地層は、フィリピン海プ
レートの沈み込みにより押され、大きく
重なるように曲がり隆起している。

○この速度は日本最速であり、世界の山
岳の中でも最速レベル。
【南アルプス学術総論】（H22.3 南アルプ

ス世界自然遺産登録推進協議会南アル
プス総合学術検討委員会）

１ 年間３～４ｍｍの速度で隆起 南アルプス

中央構造線

糸魚川―静岡構造線

日本列島のプレート概念図

写真：赤崩 崩壊地は拡大を続けている

赤崩

２ 大規模崩壊地の拡大

○現在もプレートの圧力を多方面から受
けている南アルプスの地層は、その圧
力により極度に折れ曲がり、地表部で
大規模な崩壊を発生・拡大させている。

出典：伊豆半島ジオパークwebサイト



出典 ： 第６回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2020.10.27） 資料３ P４



参考資料 ： 第６回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2020.10.27） 資料３ P４ 地質縦断図
第９回リニア中央新幹線静岡工区有識者会議（2021.2.28） 資料３-２ P68 図45を静岡県が編集、加筆

静岡県・山梨県境

ノンコアボーリング

調査区間

本坑



＜南アルプスの食物連鎖模式図＞

出典：南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画《静岡市域版》

高次消費者

三次消費者

二次消費者
ヤマトイワナ

肉食性水生昆虫類

一次消費者

生産者

工事着手前に生態系の現状をより高精度に把握し、改変によ
る影響を予測・評価しながら対応することが極めて重要

＜南アルプスの自然＞
塩見岳山頂付近（標高約3000ｍ）での植生マット敷設＞

リニア中央新幹線建設工事による人為的変動の影響
・トンネル掘削に伴い生じる河川、沢の減水、水質悪化
・発生土置き場から発生土及び濁水の流出 等

草食性水生昆虫類
餌となる生物が減少すると、生態系（食物連鎖）の頂点に位置する
生物（水中ではヤマトイワナ）も減少し、生態系のバランスが崩れる

南アルプスの生物多様性を維持できなくなるおそれ

ヤマトイワナのような水中の生態系の上位に位置する生物の餌と
なる水生昆虫類等が減少するおそれ

南アルプスの豊かな自然を後世に継承することが不可欠

＜2014年ユネスコエコパーク（生物圏保存地域）に登録＞

＜ヤマトイワナ＞

静岡県ＲＤＢ【ＩＡ類】

※ ごく近い将来における野生で

の絶滅の危険性が高いもの

＜県の保護方針＞

回避を原則とする。



（注）大井川流域：その地形により、その地に降った雨が大井川に流れ込む
土地の範囲（静岡市、川根本町、島田市、藤枝市、焼津市、吉田町）
リニア問題については、水利用８市２町を大井川流域と表現している。

塩郷堰堤

井川ダム

畑薙第一ダム

田代ダム

○大井川は、間ノ岳(標高3,190m）が源

○幹川流路延長168km、

流域面積 1,280k㎡の一級河川

概

要

○水道用水（人口約62万人）

○農業用水（灌漑される農地面積は

水田と茶園を主体に12,000ha）

○工業用水

○発電用水(発電所15ケ所、総最大出力

約64万KW）

水

利

用

○大井川下流の扇状地では地下水利用

も盛ん

○約400の事業所が約900本の井戸を

設置

地

下

水

利

用

塩郷堰堤

川根本町

藤枝市

掛川市

牧之原市菊川市

御前崎市

道新幹線

島田市

吉田町

焼津市

袋井市

水利用
８市２町

大井川流域の
静岡市部分（注）



＜環境影響評価法＞
第三条 国、地方公共団体、事業者及び国民は、事業の実施前におけ

る環境影響評価の重要性を深く認識して、この法律の規定による環境

影響評価その他の手続が適切かつ円滑に行われ、事業の実施による

環境への負荷をできる限り回避し、又は低減することその他の環境の

保全についての配慮が適正になされるようにそれぞれの立場で努めな

ければならない。





静岡県は、環境影響評価法の手続に接続する形で「静岡県

環境影響評価条例」を定めている。ＪＲ東海は、この条例

に適合する必要があり、現在も条例に基づく環境影響評価

に関する県との対話が行われている。



○最大限、回避、低減するとしても、なお、相当な環境負荷が生じることは否めない。

○地下水がトンネル湧水として発生し、地下水位の低下、河川流量の減少及び枯渇を招き、ひいては

河川の生態系に不可逆的な影響を与える可能性が高い。

○ユネスコエコパークとしての利用も見込まれることから、当該地域の自然環境を保全することは我

が国の環境行政の使命でもある。

○本事業の実施に伴う環境影響は枚挙に遑がない。

○技術の発展の歴史を俯瞰すれば、環境の保全を内部化しない技術に未来はない。

○環境保全について十全の取組を行うことが、本事業の前提である。

○多岐にわたる分野での影響が懸念されており、本事業の実施に当たっては、環境保全に十分な

配慮が必要である。

○地元の理解と協力を得ることが不可欠である。

○地域住民等に対し丁寧に説明すること。

○環境保全に関するデータや情報を最大限公開し、透明性の確保に努めること。

○河川流量の減少は河川水の利用に重大な影響を及ぼすおそれがある。必要に応じて精度の高い

予測を行い、その結果に基づき水系への影響の回避を図ること。

環境大臣意見（２０１４年６月）抜粋

国土交通大臣意見（２０１４年７月）抜粋









…





磁力選別処理は、要
対策土に鉄粉等を混
合し、重金属等を鉄
粉へ吸着させた後、
磁力選別し、浄化土と
重金属等を含む濃縮
土に分離する方法。



2023 2023.3.29 P122 126 128 129

←

←

←











※















【イメージ図】





※



出典：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料2 P10



出典：第22回静岡市中央新幹線建設事業影響評価協議会（2025.4.9） 資料2 P6

出典：第22回静岡市中央新幹線建設事業影響評価協議会（2025.4.9） 資料2 P3
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廃棄物対策





西ケ谷清掃工場
竣工：2010年３月

処理方式：ガス化溶融炉
処理能力：250t/日×２炉

沼上清掃工場
竣工：1995年７月

処理方式：連続燃焼式焼却炉
処理能力：200t/日×３炉

沼上資源循環センター
竣工：2011年５月

処理能力：不燃粗大100t/５ｈ
ペットボトル５t/５ｈ

沼上最終処分場
竣工：1990年３月
埋立容量：750,000㎥

貝島最終処分場
竣工：1989年３月
埋立容量：246,000㎥

静岡衛生センター
竣工：1967年11月
処理能力：260kl/日

清水衛生センター
竣工：1991年３月
処理能力：200kl/日

庵原衛生プラント
竣工：1993年７月
処理能力：76.9kl/日

静岡衛生センター
南部中継所

竣工：1972年１月
貯留能力：600kl（最大）

※2025年３月末をもって休止



飛灰

飛灰

西ヶ谷清掃工場
（溶融式）

沼上清掃工場
（燃焼式）

破砕ごみ

リサイクル

道路資材などに利活用
農業用肥料として利活用

沼上最終処分場

貝島最終処分場

ごみ発生 中間処理
最終処分

溶融スラグ･メタル

16,843t

資源ごみ・鉄分回収
17,530ｔ

主灰 10,345t
可燃
ごみ

不燃
粗大ごみ

5,349t

2,700t

9,636t

92,781t

91,305t

集団
回収

再利用

資源循環
センター

＊その他、直接搬入及
び側溝汚泥等 758t

資源
回収

※ 「可燃ごみ」には、家庭から排出されるプラスチックごみ(約6,000t)を含む。

静岡市の家庭から排出されるごみの処理の流れ及び処理量は、以下のとおり。
廃棄物処理施設において、破砕・焼却・溶融処理により溶融スラグ・メタルを生成し、
農業用肥料や道路資材などとして利活用。



1,008

974
959

944

928
935 940

900

872

887

842
820

958
947

939
925 920 919 918

890

880 851

800

900

1,000

1,100
（ ｇ/人日 ）

＜順調に減少＞

＜微増傾向＞

＜急激な減少
コロナの影響＞

＜台風第15号＞

静岡市

全国平均

黒字：静岡市
赤字：全国平均

★目標値
783ｇ（2030年度）





※

工場引き抜き
9.61ｔ

＋
拠点回収

2.04ｔ

＝11.65ｔ





参考:2024年度静岡市の紙おむつ発生量推計

12,585 t静岡市全体での発生量 ※うち事業系は約４割
（家庭＋老人福祉施設＋保育施設＋医療施設）

2,552 tうち20％を占める老人福祉施設からの発生量

約 7 t老人福祉施設からの１日の紙おむつ発生量

今後、リサイクルのための課題解決に向け、関係事業者への調査など更なる研究を実施する。



※















森林環境譲与税の概要
森林環境譲与税は、森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から創設され、「間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進
に関する費用」に充当可能なものである。(2018年度税制大綱より抜粋)

2026(見込)2025202420232022202120202019年度
3億9,036万円3億9,036万円3億7,045万円2億8,331万円2億8,331万円2億1,602万円2億1,456万円1億97万円譲与額

本市の取組方針
・森林の公益的機能の高度な発揮を目指す「環境林」と資源の循環利用の促進を図る「循環林」に区分し、本市の森林の持つ機能を最大限活かす。
・森林の力を未来につなぐため、①森林管理、②普及啓発、③木材利活用に森林環境譲与税を活用し、だれもが豊かさを感じられるまちづくりの実現を目指す。

森林環境譲与税事業の目指すべき将来像

①森林管理:環境林と循環林のメリハリの利いた
「森づくり」

②普及啓発:森林に親しみ、木を使う文化を
継承する「人づくり」

・荒廃森林の間伐
・作業道の整備
・林業担い手の安全対策事業
・林業の低コスト化の促進
・地域の実情に応じた弾力的
かつきめ細やかな森林整備

・林道の整備

③木材利活用:木の温もりを感じるおしゃれな
「まちづくり」

・林業担い手育成
・ＩＣＴを用いた林業出張
教室の開催

・森林整備の重要性・木を
使う文化の継承

・市民の森における林業教
室・森林教室・昆虫教室
の開催

・「木育」の推進

・商店街等の木質化
・屋外公共施設の木質化
（ウッドデッキ等）
・保育園等の公共施設木質化
・木質空間の創出
・オクシズ材の販路拡大
・オクシズ材の消費機会拡大

③木材利活用

住宅の新築・増改築補助金１

住宅のリフォーム補助金２

非住宅の新築・増改築補助金３

非住宅のリフォーム補助金４

※【木育】…幼い頃から木材に触れ、森林環境への理解や関心
を持った人間を育てることで、将来の担い手や木材
の消費者を確保する取り組み

②普及啓発・担い手確保

オクシズの森林体感!事業費1

林業施業技術向上研修等実施補助金2

林業機械購入費補助金3

森林認証の新規取得事業4

里山公園の利活用促進事業5

オクシズ漆の里構想事業6

①森林整備・人材育成
静岡市森林づくり基本計画の推進1
森林経営管理法推進事業2
環境林植え付け事業3
針広混交林化の実証4
森林カーボンクレジット創出促進事業5
美しい森林づくり基盤整備事業6
森林病害虫防除事業7
エリートツリー・早生樹の森林づくり推進事業8
森林現況モニタリング調査9
民有林造成事業補助金10
森林整備地域活動支援事業補助金11
林道整備事業12
市有林整備事業13
三保松原保全活用事業14
放任竹林対策事業15



事業イメージ

クレジット
の売買

静岡市が目指す新しい森林のカーボンクレジットはCO2
吸収量以外の公益的機能（災害防止機能、水源涵養機能）
を評価するもの。
静岡市独自の取組となり、全国でも事例がほとんどない。

既存のカーボンクレジットはCO2吸収量のみを評価
環境保全に興味があ
る企業。CO2の削減
を行っている企業

適正な森林整備を行
うインセンティブに
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2025年度2024年度2023年度2022年度2021年度2020年度2019年度施設名

10,57412,23011,35910,3469,0098,94412,605
南アルプス赤石温泉

白樺荘 2009

15,55217,06516,60014,38812,18512,56414,580
日本庭園露天風呂

口坂本温泉（1977年設置）

13,89813,86312,91412,52211,72011,45715,326
藁科路

湯ノ島温泉（1994年設置）

32,26238,82929,36338,14133,76132,60940,457
梅ヶ島新田温泉

黄金の湯（1998年設置）

20,54826,19918,53626,47623,66024,14030,912
清水西里温泉

やませみの湯（1999年設置）





2025年度2024年度2023年度2022年度2021年度2020年度2019年度施設名

9,98211,75511,02712,07912,23013,37212,349
リバウェル井川
（スキー場）

6,7057,9847,5635,7835,0965,3689,103清水森林公園
黒川キャンプ場

1,0881,1781,2971,4031,6042,0591,191井川オートキャンプ場

1,1341,3671,6901,0651,2221,0322,179コンヤの里テニスコート

3,9934,7564,7983,8584,1324,2833,801
魚魚の里（ととのさと）
（アマゴの釣り池）
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